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採択評価基準 

 

 

（１） 評価指標 

（２）に掲げる５つの個別事項毎に評価を行い、これらの個別事項毎の評価を総括して、各採択提案書の

優劣を判断するための総合評価を行う。 

個別事項毎の評価は５段階で行い、それぞれの指標及びその基本的な考え方は以下の通りとする。 

また、総合評価の結果は、当該研究開発を受託する能力があるか否かの判断、及び提案者の順位付けに用

いるものとする。 

 

表１ 採択評価の指標及び考え方＜事項別評価＞ 

評価指標 

（評価点） 
考え方 備考 

５ 非常に優れている 

（４のうち、特に優れた点が認められる場合。） 

コメント欄には、評価

基準に照らし、左記の

評価を行った理由を

簡潔に記載する。 

特に、改善・修正等を

要する点については

明瞭な記述に努める。 

４ 優れている 

（基本計画書の実現が可能であり、更に優れた点がある） 

３ 普通 

（基本計画書の実現が可能である。） 

２ やや劣っている 

（一部に改善を要すべき点が認められるが、軽微な修正等によ

り基本計画書の実現が可能。） 

１ 劣っている 

（大幅な修正等を行わなければ基本計画書の実現は不可能。） 

 

 

（２） 評価項目 

評価項目は、①～⑤の個別事項と、⑥の総合評価の計６項目とする。 

各評価項目のポイントについては以下に記載するとおりとし、あわせて考え方の文例も示す。 

 

 （評価項目） 

① 研究開発成果 

② 研究開発手法 

③ 実施計画 

④ 実施体制 

⑤ その他 

⑥ 総合評価 

 

 

 

 

別紙２ 










